
親子で楽しむ！自然探検隊 実施報告書 

 

主催：metsä village、公益財団法人ニッセイ緑の財団 

協力：埼玉森林インストラクター会 

日時：2026年 5月 30日（土）9：00～15：00（準備、後片付け、振り返りを含む） 

会場：メッツァビレッジ 

天候：晴れ 

当日運営スタッフ 

主催者側：4名（metsä village 2名、ニッセイ緑の財団 2名） 

インストラクター：4名（池田雄二、久保雅春、関谷由紀子、豊福匠） 

参加者：12名（小学生 6名、保護者 6名） 

見学者：3名（飯能市役所職員 1名とその子ども 2名） 

報告者：豊福匠 

 

朝からほとんど雲のない晴天。最高気

温は 29℃という予報で、熱中症が懸念され

る中、適宜参加者に水分補給をうながしな

がらプログラムを進めた。 

プログラムは大きく「自然探検」と

「木工工作」の 2本立てとした。「自然探

検」の行程はおおむね同じ道の往復となる

ので、メリハリをねらって往路には参加者

の気づきを引き出すゲームをとりいれ、復

路はインストラクターによる解説に重点を

おいた。探検からもどったら昼食をはさんで「木工工作」という構成である。 

実施したアクティビティーそれぞれの概要は以下のとおり。 

 

１．「カモフラージュ」 

  生きものたちの擬態を疑似体験する。園路沿いに列植された低木まわりにさりげなく置

かれている昆虫のフィギュア、造花、洗濯ばさみなどの人工物をみつけだし、その数をい

いあてる。すべての人工物に気づくのはかなりむずかしく、多くの参加者がくやしがって

もりあがる。そんな中、想定された数より一つ多い数の人工物の存在に気づいた参加者が

あらわれた。それで仕掛け人のインストラクターの見落としが発覚して、またもりあがっ

た。 

２．「森のビンゴ」 

探検しながら「あお」「ちくちく」「きらきら」などのキーワードにあてはまるものを

自然の中から見つけだす。ビンゴカードを握るとがぜん五感が研ぎすまされて自然との語

らいに没入する。「探検」の足はなかなか前に進まない。 

３．「ノアの箱舟」 



「魔法の紙」に描かれている生きものの絵を見た者はその生きものに変身してしまう。

変身したら、その生きものの動きをしながら、その生きものの声をだしながら、同じ生き

ものどうし集まりあう。「カーカー」「ゲロゲロ」「ニャ〜ニャ～」と騒々しい。ビンゴ

で時間が押しまくっていたが、「もう 1回やりたい!」の声を受けて 2回目を断行。 

４．インストラクターによる解説 

１）メッツァビレッジの歴史 

約 7000年前、メッツァビレッジは縄文人の狩猟の好適地だった。矢じりの材料であ

る黒曜石が出土しているが、この地で黒曜石は採れないはずなので長野県の和田峠から

運ばれてきた可能性がある。先人の生存と繁栄をかけた知恵と努力にはおどろかされ

る。 

２）アカメガシワの「葉拓（ようたく）?」 

   アカメガシワの若葉を紙に挟んでこすると葉の色素が紙に移り、その姿が描きだされ

る。みんな無我夢中で紙をこする。 

３）アオキの葉書 

アオキの葉の裏には文字や絵をかくことができる。はがきを漢字で書くと「葉」書。

実際にアオキの葉に切手を貼れば「葉書」として郵便で送ることができる。ニッセイ緑

の財団スタッフの「おいしいお弁当がまってるよ!」の声も耳に入らないらしく、みん

ななかなかやめようとしない。 

４）宮沢湖（みやざわこ）と小畔川（こあぜがわ） 

    メッツァビレッジの宮沢湖は入間川から取水する人造湖だが、その水は小畔川を経て

入間川にもどる。そして「最後は太平洋に出る！」とのインストラクターの言葉に、目

の前の小さな川の悠久の流れに思いをはせる。 

５．木工工作 

西川間伐材を材料としたブンブンごまづくり。おおざっぱにいえば、板に絵を描いて中

央の二つの穴にひもを通せば完成。まるで塗り絵のように精密な絵をかく人もいれば、た

だ大胆に色を塗るだけの人もあり、人それぞれに個性的なブンブンごまができあがった。

ブンブンごまをブンブン回すには少しコツが必要で、最初はうまく回せなかった人もいた

が、スタッフの助けをかりて全員がブンブンごま回しをマスターした。 

 

子どもたちはこのプログラム全体をはじめからおわりまで時間を忘れて楽しんでいるように

見えた。ゲームや体験型の解説については想定内だが、純粋な知識の提供にも真剣に耳をかた

むけてくれたことには少しおどろいた。 

 

ニッセイ緑の財団スタッフが次のような言葉でプログラムをしめくくる。 

森は水をつくり生きものに住みかを提供する。それによって人間も益を受けている。その森

を元気にするためには間伐が必要だ。間伐とは森の木がすくすくと育つために一定数の木を伐

採する作業である。 

「きょうみんながつくったブンブンごまは世界に一つしかないものです」 

「それはみんなが森を守るお仕事のお手伝いをした証拠です」 



─ カモフラージュ → 

   
事前の説明                            何個みつけた？ 

 

 

   
あれっ！？ 一個多いぞ！？           答え合わせ        お昼休みの後に補足 

 

ちょうちょを追いかける     森のビンゴ         ノアの箱舟                     

   
 

 

7000年前は････     ─ アカメガシワの葉拓 →                 

   
 

 

─ アオキの葉書 → 

   



 

宮沢湖と小畔川      ─ ブンブンごま → 

   
 

 

    

   
 

                ─ 結びの言葉（間伐の話） → 

   
metsä villageスタッフ 

 

 

集合写真 

  


